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む き身されるが ， こ の際
一
種 の槌を使用 して お り，か き

殻 の
一

部を打 ちこ わ して む き身 を して い る，当地方でぽ

こ の 作業を 「か きお ちj ， 作業を行 う 人 を fか きの 打 ち

子」 とよん で い る．

　ユ． 最初の 症例は 昭和26年頃 に 発生 して お り ， その 後

次第 に患者数 ；ま増加 して い るが ， 昭和35年頃 か ら急増の

傾向が あ る （表 1 ）．

　2．　太 喘息は 広島県下の 全養殖地域 に ひ ろ く分布 レて

お う，そ 0 発生 墨 は各地 とも20％ を こ え ， 県下全俸でik
ユ500名 を こ え る患者 び あ る と推定 され る．

表 1　年度 尉 発 生 状 況

目…1　　和　　　26　27　28　29　30　31　32　33　34　35　35　37　38

発 生 数 　　11 一 2　5　8 　18　2324 　36

表 2　皮 膚 反 応 の 成 績
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　3． 発病までの 従業期間は 最短 2，3 カ 月，最長20年以

上 で ． 過半数 は 5年以内に 発病 して い る、

　引 　本喘息を そ の 症状よ り鼻炎型 （くしやみ ， 永様鼻
汁）・気 管 支炎型 （せ き），喘息型 （呼吸困難，喘 鳴 ）お よ

び混合型 に わ サ た が ，各型 ともか き打 5作業に従事 した

場合に の 苡 症状が お こ り，作業を休 む と 自然 に お さ ま

り，喘息対症剤 が 有効 で あ る，

　臥　か き殻付着物で， か き打 ちに 擦 ン て 飛散す る と患

わ れ る物質 よ 簍抗康 液 を作簑 L．，こ れ を 用 い て 貫 膚反芯

を行 うと，ホ ヤ 抗猿 液 に お い て の み 本 ｛蘯に 特異的；こ高 い

陽 逢率 を示 した．な お 抗原渡は 岩 手 医科大学 冫 レ ル ギ
ー

蘇 究室製の もの を用い た （表 2 ），

　6・ 本症患 者 ■
一
都 は ホ ヤ 筑象渡の 吸入 に よ り腸性反

応を示 し， また患者血清 に よ る Prauni しz．K 費stner 反

応 は 陽性 であ つ 赴．

　7・ 本 症 患 者 に ｛
・
よ健 常 な打 う子に 比 一．て J−　／．ま Lん 乃

既往 り あ る もの ，血族 に喘息の あ る もこうさ 多 オ・つ た ．

　8・　本 症 ｝まか き釘 ちに瞭 し て 飛散 ず る ホ ヤ 体液 に よ

り・気 道 5 感作 され て お こ る 1？z7 、性，ア レ ル ギ ー
燬 轄 ．

と考 え られ ， 戦後従来 つ 塘 ま き式，ひ び建 て式，簡易 垂

下式養殖法 に か わ っ て 笹式 養殖法 が と ち入 れ られ，か き

に ホ ヤ 5 付着す る よ うにな つ た こ とが ， 近年に なっ て 本

症 の 発生 をみ た 原因 と考 え る．

　9・ 本症患者 に対す る ホ ヤ 抗原液 に よ る特異的減愚作

療 法では ，詔o鯖中著効ユ7例，有効 9例であつ た，

　10．む き身に 際 して ナ イ フ を使用
’
．・て ；

−s　！），労麸 菅 理

壱良好で ・ 槌 に まる よ りは 飛散物 の 漿 入 の 少 な い と思 わ

れ る某会社 に お い て ：ま，本襤息の 発生 づ 亭 な か つ た ．

16 ・　ブ タ クサ 花粉 の膜購造

大 販 市 立 大 学 理 学 部生 物 学 教室

上 　 野

　
ロ ナ ン ゼ ル ス で花扮病 の 治寮 を し て お られ る環 初治博

士 力呈昭素99　年　（1934）　：こ ，　　
‘；H 本 ノ丶の 花粉 1タま”　聖】O 報告

を出 ンた麌ミ・ そ の 空中花粉標本 の
一
部 を 京郡大学 理 学部

植物学教室 の 故群場教授に 送 られ た こ とが あ つ た．そ の

援 ， 私 慧 花 粉 を 研 究す る よ 弖に な つ て から，こ の プ レ パ

ラ
ー

トを伺教授 寮 ら頂 い た ，そ して 終戦後，数回 ，原 博

士 が来 日Z）折 に ，お 会す る機 会 を得た の で，花粉病 にっ

実　 朗

い て関 心 を持っ よ うに な っ た ．

　教年前，幾瀬 マ ツ博 士 の 紹 介で，東京大学 物撰内科で

朗 テ ス トを受 げ た とこ ろ．ブ 妙 サ花粉 に 感作 され て

し・ る こ とを教 え られ た．私は花粉，と くに 膜構三竃を調 べ

て お り・毎 年 多 量の マ ツ
，

ス ギ
，

ヒ ノ キ な ど の 花粉を取

り扱 つ て 来 た の で，い つ か感作された ら しい ．し ゐ しマ

ツ ・ス ギ な どは殆 ど皮 内テ ス トの 反慰 よな か つ た ．ま た
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で ア カ マ ツ ・ク ロ マ ツ ・テ
ーダ マ ツ な どの 花粉を25℃ ，

湿度97％ の 中に お く と，数 日で 花粉は 吸永 して 飽 和状 態

に な る．湿度 を 98％ 以 上 高 くす る と花粉に カ ビ が 生える

危険 が あるの で 97％ に す る．さて こ の 充分に 吸水させ た

花粉を秤量 して ，次 に 25℃，湿度 0％ に 移 す と花扮 の 自

由 水 は 出 て，や が て 重量 に して 9 ％ の 減少を示す．こ れ

以 上 i”±い くら乾 して もマ ツ 類の 花粉は脱水 され るこ とは

な い ．自然状 態の 大気中で は 湿度が 0ヲ6に な るこ とは ま

ず無い の で ，
マ ツ の 花粉は殆ど常 に 自由永の 損失 を 3％

以 内 に 保持出 来 る．とこ ろが 沼沢地 に 生 え る ヌ マ ス ギ や

水松 （ス イ シ ヨ ウ），湿度 の 高い 谷閲 を 好 む コ ウ ヤ マ キ な

どでは，飛散す る時 が
一

番，自由水を 多 く有 して お り，
一

度空気中に 出 る と乾燥 す る
一

方である．25℃湿獲97％

に 入詮 て も ， 生 花粉の 重量は飛散直縫 よ り軽 くな り，25
℃ ，湿度 0％ に 入れ る と35％ か ら40％ ・も軽 くな る．更 に

こ れ を飽和湿度 に もど して も仲 k
， 吸水 して も との 状態

に な りに くい ．こ れ は た 攴原形質の 生 理 的挽質の み な ら

ず ， 花粉膜の 購造 ぎ 大 い に影響す る と考える．マ ツ 類 の

花粉膜は 丈夫 な 籔状蟆 で ， 気 嚢 以 外 に は 孔 が殆 ど開 い て

い な い ．また 水 の 出入 に
一

番関係の あ るペ ク チ ン 質 の 内

皮 もうすい．とくに 板状 膜が うす くな つ てい る発芽装置

は ，花粉 が 乾 い て く る と，自動的両方 の 気嚢が折れ た 》

ん で来 て ， 発芽装置の 上 に か ぶ さつ て ，直接大気 が こ S

に触れぬ よ うに な り， こ の 部分 か らの 蒸発 を 防 い で い

る．とこ ろが 又 マ ス ギ な どでは 板状膜でな く， 多孔性の

粒状膜で、花 粉全表面 か らの 水 の 出入は可能であ る．ま

た ペ ク チ ン 質 の 内皮は極 め て 厚い の で，ま ず こ S の 水 牙

が出て しまう．また発芽装置は た 玄 の 突起なの で，
冖
度

乾燥 がは じま ると，マ ツ の様に こ れ を防 ぐこ とが 出来 な

い ，ブ タ ク サ など花粉病関係の を粉は こ れ か ら調 べ て ゆ

き た い と思う，しか し ダー
ヲ ム の デ

ー
タ か ら 湊算 す る

と，プ タ ク サ の 脱 水率は 約 40％ とな る
2：j．こ の 価は ｝ウ

モ P コ シ ’ア ワ ガ エ リ ・オ ナ モ シ の 44％ の 脱水率 よりも

低 い ．さ らに 別の ブ タ ク サは 32％ を示 して い るが乾燥地

の も．の で あ る か どうか 知 りた い （次表参照）．『般 に 針葉

樹 に 姥 べ るとか な り脱水率 は 多い ．

　ダー
ラ ム は ts・k の 花粉 を

一
定条件で 級水 ， 脱水 さ せ

て，その 場合の 重量 ， 容積 を測 り， 更に 血球計算盤 に よ

窮 単位容量の 中の 花粉個数 を み て ，花粉 工粒の 重量 ・

容積を算出 した
2：）．つ い で こ の 乾燥花粉 が 内径51ミ リ，

長さ48イ ン チ の 円筒を落 ち る速 さ を調 べ て，大気中の 花

粉 の 飛散巨離の
一

っ の 基礎 を提出 した，匆論，花粉の 静

気中の 落下秒速を調 ぺ た 人 は他 に もい る．しか しダ ー
ヲ

ム ：ま主に 花粉病関係 の 材糟を使用 した の で，こ ト に そ の

表 を整理 して ， 更に私の 自由永脱水率も加えて 記す．こ

れ を見 る と，大気の 乾燥状態 に よ つ て，浮 遊 して い る 花

粉 の 重 さ と大さ が変化するこ とが 充分察知 ざれ る．

　ブ タ ク サ花類を水中に入れると吸水 して，ふ くれ る が

膜 が 強固 な の で仲々 破れ な い ．逆 に 最低湿度に して 極度

に 乾燥す ると， 原形質は自由水 を失 っ て ， 遂に原形質分

離 をお こ す．しか し膜が 強固な の で，花 粉全体 と し て

は，マ ツ ・ ス ギ ・ト ウ モ ロ コ シ な どの 様 に，乾い て 凹 ん

だ り， つ ぶ れた りして変形す る こ とは な い ．少くも外形

は もとの ま ・・ の 球形 に 近 い 形態 を示 す が ， 原形質は水分

を 失っ て収縮し花粉膜の 内 面 か ら離れ てくる．しか し 3
週所の 発芽装置の 部 分 は その ま ts膜 に 接 し て残 る．つ ま

り花粉 の 膜 と原 形 質 の 中問 に ス キ マ が 生 じて くる．ハ リ

ン ト ン 等
鋤

に よ る と，
ベ ツ ク マ ン 式ガ ス 比重計に よ り，

室内で湿度 52％ に飽和させ た乾燥 した 商品の ブ タ ク サ花

粉 は ，前記 の ス キ マ までを花粉 の 容積 と して計算 した ミ

ヵ ケ 比重は 1m ！で 0、84グ ラ ム とな り，こ の ス キ マ を 花 粉

か ら取 り除 い た 花粉 の真容積 と し て 計算す る と真比重 iま
1m 羣で 1．32グ ラ ム と な つ た．また 葯 か ら出 る と花粉 は す

み や か に 自由永を失 うこ とも判つ た．こ の よ うに ブ タ ク

花 粉 の 物 理 的 性 質

俗 名 学

五mbro5 ｛a 　 elati 。r

名 和 　　名 窿
粉 i1齪欝

Co皿 皿 on 　lagweed プ タ ク サ

1錠 i乾蜘 吸岬
　 20

薇

育

落

速

（
一

さき
つ

大

10
の

X
粒
 

1　

率

時水吸剣燥乾

水

％

脱

SOtithern　ragweed A 】nbrosia 　bidentata ブ タ ク サ ＊ i23i
．！些 3・28i　 40

｝
4・1914 ・52…G ・022

　　　　4．50i　 32
C  klebur Xanthiu皿 canadense オ ナ モ ミ　 　 27　，

3，053

．76
Russian　thist］e Sa！sola 　kali オ カ ヒ ジ、キ 28　　　　5．12　　＆ 40…　38

… 賦 尋ii驪 iiii
Timothy Phloem 　pratense 　 ア ワ ti　 t り

1＿ ＿＿ ＿ 3垂　　　8．63jl7 ．27i　44　　　　？　　i20．65iO ．104
Corn Zea　mays 　 　 　 h ウ モ ・ コ ン go　 i186．71i

　　　　 ※ 日 本に あ る ブ タ ク サ で は な い ，

5、34i　44　　　　？　　i381．81iO．80ξ｝
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サの 花粉は極め て容 易に，また短時間で 乾 く性質 が あ
　 る．

　 次に乾燥 した ブ タ ク ナ 花粉が も との 状態まで吸冰す る

の に 要す る時間は実験的 に は殆 ど瞬間的と見られ る．こ

の こ とは膜 の 微細 孔や発芽装置 の 部分 か ら水の 分 子が自

由 に通過する為 と考 え られ る．ス キ マ に あ る空気な計算

に よ る と自由に 出入で き る．25℃ 1気圧 な らば ， 空気分

子の フ V 一パ ス の 為には平均径約 O．OO5〜0．05ミ ク ロ ン

の 孔で册 で効 ・こ の 大 さの 脚 孔 が謨にあ るこ ど ま

既 に前記した通 りである，

　実際に ［
・
ま空中に 浮透 して い る ブ タ ク ナ花粉1ま色 々 な 乾

默 鰍 あ る 協 し 渡 振 錵 穂 菱入し k ；」
・，

又 は 花粉 が粘塁莫：tr 付着す る と、花粉は 直 ち に 陵水 を始 導

る・こ の 場合・  が 乾燥して い 辮 まい 糶 ，鰍 ｝認
‘ノレ く行 わ れ る．そ して花粉の 膜表 面 に あ る色 々 の 残澄
物質オ：まず粘謨 に 触れ．次 に 花粉膜 の 微細 孔 を通 し て花
粉内部 腱 絡 し・鞭 に花櫨 鰯 い 部分調 えぱ 競

装置部 などが 破れ て ， 花粉原形質 摯裸出す る と恥 う頴序
に な る．花粉を吸 っ た だ けで す ぐに 反応 ガ お こ るの ：ま ，

恐 ら く花粉膜表面の 物質との 接触 に よ る もの では な か ら

うか，も し も ブ タ ク サ 花粉の 表 面 物質だ けを洗い 落して

集 め，そ の 液 だ け で寅内 テ ス ト をす れ ば こ の 可能性 を確

め られ るの でなか る うか．

　以上，プ タ ク サ 花粉，と くに 膜 の 購造 と花総病 との 関

係 と を考察 した が ， まだ不 充 分 な点 が 多い ．今 後 と もこ

の 方面の 研楚 謝 て ゆ きた い と思 うの で，ア レ ル ギ＿

専間．D 諸先生方 の 御高示 と勧叱正ガ得られ 刈ま幸甚であ

る．こ の 報告の 機会を与えて頂い た 東京大学 の 大島教

授・石崎博± をは じゆ ， 大阪大学の 山 村教授・熊谷博士 の

御］援助 と率目模原病院〔つ杉 田博士 等諸先生方 に厚 く御字Lを
申 し上 げ る．また在米の 原初治博± ：ま永年に わ た っ て 変

らぬ 卸厚惰を 頂 き深 甚 の 謝意 を爽 し、た い ．花粉 の 電子顕

獵鏡的研究 に は 京都大学親家教授 と奈臭女子大学重永教

授 ・左貝講師 に負うとこ ろ が 大 きい ，
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                       The  exine  Stru(rture of  Ragweed  Pollen

                                    Jitsuro Ueno

               Department  of  Biology, FacultJ of Scienee, Osaka City University

    
In

 
this

 paper, the stratlgraphical  strueture  of the po1!en wall  of  comrn{m  ragweed  (Amhrosia
artemisifolia  var.  elatior)  is anaiyzed  frem ultra  thin  $ection,  On  the  suTface  of  po]len wa11,  the
prtisence ef  

a
 
micrepare

 and  electron  dense  periphera1 material  vras  seen  with  an  electron  microseope.
The

 
diameter

 oE the microp(nre  is about  O.5" and  their numbers  are  about  240. The  character  of
rni ¢ rvpcnres  is an  important  criterion  to the resistance  of  pollen grains to desiccation. The  degr,ee ef
de.hyfiration

 
rnay

 be shosv  by the  dehydrate  %=1/100 C`rnaximum weight  in 97%  humidity]' . "

mirnmum  weight  in                 e%  humidity  
").

 Dehydrate %  of Taxodiaeeae and  Cupressaceae  (exine grimular
and

 
ifitine

 
thick)

 
is

 
about

 
35%,

 while  that of Pinus aiid  Cedrus (exine tegillate and  intine thin)  is
about  9%.  The  percentage dehydration  of  common  ragweed  pe11en is about  40%  but that ef  seuthern
ragweed

 is about  35i"i'. The  rnost  remarkable  feature on  the surface  ef  po]len wall  is the presence
of

 electron  dense peripheral material  which  may  be also  important  ip conaection  hay  fever. It is nec-
essary

 
to

 
investigate

 the cheinical  components  of  this inaterial.  The  relationship  between  ragweed
and  other  plants  of  peMnosis  together their  palynolQgica] character  will  be diseussed in detaii in
another  paper, 

'

'
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